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次号予告　　64 巻　2号 ヘッドライン　：　水素社会がもたらす未来生活

　日本化学会は，化学と化学技術に関する貴重な歴史資料の保存と利用を推進する
ため，2005 年度より化学遺産委員会を設置し，「化学遺産認定」を行っている。化
学に関する学術と教育の向上及び化学工業の発展に資することを目的とする化学遺
産認定だが，これらを教育現場で取り上げ，歴史的な流れや工業としての発展を知
る機会として今回の企画を立ち上げた。授業での話題としてばかりでなく，学校行
事や化学クラブなどの活動で実際に各地の化学遺産や遺跡・施設を訪れるなど，体
験授業へ発展させていただけたら幸いである。

ヘッドラインテーマ：化学遺産，遺跡をたずねる

　東京大学大学院理学系研究科化学専攻・理学部化学科（通称，化学教室）の歴史
は，1877 年（明治 10 年）の東京大学発足よりずっと前，江戸の蕃書調所に精練方
（化学部門）が設置された 1861 年に遡る。現在，安田講堂の東側に位置する化学教
室の 3 建物の中で最古の化学東館は 1916 年（大正 5 年）に竣工したが，1923 年
（大正 12 年）の関東大震災でも鉛屋根のおかげで火災を免れ無事であった。この古
典主義的デザインの建物内で多くの独創的な研究が行われ，現在に引き継がれてい
る。この建物は東京大学で最も古い文化遺産である。

表紙の言葉　東京大学理学部化学東館


